
1 

 桂坂山の手倶楽部だより 
（第２６号）      平成２４年２月１日発行   

             桂坂山の手倶楽部だより編集委員会   

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
山
の
手
倶
楽
部 

創
立
二
十
周
年
を
顧
み
て
」 

実
行
委
員
長 

乗
本
政
三 

  

思
え
ば
、
平
成
四
年
四
月
桂
坂
小
学
校

で
桂
坂
山
の
手
倶
楽
部
が
創
立
さ
れ
昨

年
四
月
に
二
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ

を
記
念
し
て
創
立
二
十
周
年
記
念
事
業

を
半
年
間
に
亘
っ
て
展
開
し
昨
年
十
一

月
に
終
え
ま
し
た
。 

 

顧
み
れ
ば
、
四
月
に
区
老
連
槙
枝
会
長

並
び
に
自
治
連
合
会
菊
池
会
長
を
お
招

き
し
て
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。
式

典
で
は
、
長
寿
者
・
功
労
者
・
永
年
勤
続

者
の
表
彰
を
行
い
、
そ
の
後
、
祝
賀
会
が

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員
全

員
に
記
念
タ
オ
ル
を
配
布
し
、
祝
賀
会
に

出
席
し
て
頂
け
な
か
っ
た
会
員
に
は
、
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。 

五
月
に
は
山
の
手
だ
よ
り
特
別
記
念

号
を
発
行
し
、
二
十
年
間
の
歴
史
と
現
在 

の
活
動
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

九
月
敬
老
の
日
に
は
、
我
々
の
先
輩
で
あ

り
よ
き
理
解
者
で
あ
る
特
別
会
員
の
皆
様

と
の
昼
食
会
を
実
施
し
、
貴
重
な
ご
意
見
を

拝
聴
し
ま
し
た
。 

 

十
一
月
に
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会
の
主 

         

催
で
桂
坂
古
墳
公
園
の
見
学
と
洛
西
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
の
公
園
巡
り
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実

施
し
、
ま
た
同
じ
十
一
月
に
は
、
特
別
講
演

会
「
東
寺
和
尚
、
土
口
哲
光
氏
」
に
「
泣
い

て
生
ま
れ
て
き
た
の
だ
か
ら
、
笑
っ
て
死
に

ゆ
く
準
備
を
し
よ
う
」
の
演
題
で
、
お
話
し 

  

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
に
続
き
、

二
部
で
は
桂
坂
朗
読
サ
ー
ク
ル
「
木
も
れ

日
、G

e
n

ji

」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
源
氏
物
語

「
ゆ
く
へ
知
ら
れ
ぬ
宇
治
の
恋
」
の
出
演

が
あ
り
、
約
一
時
間
夢
心
地
で
聴
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
し
て
二
十
周
年
記
念
行
事

を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
会

員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰
と
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。 

山
の
手
倶
楽
部
は
、
同
好
会
活
動
が
活

発
で
会
員
も
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
真

に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
益
々
充
実
し
た
山
の
手
倶
楽

部
に
発
展
し
、
二
十
五
周
年
、
三
十
周
年

に
向
っ
て
飛
躍
し
て
い
く
こ
と
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
二
十
周
年
記
念
事
業
の
締
め

括
り
と
い
た
し
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
様
、
役
員
の
皆
様
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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１． 第３回役員会開催（１１／６） 

（１）会長：作品展が成功裡に終えた 記念事業のハイキングと講演会に遺漏のないよう指示 

（２） 区老連の報告 

（３） 作品展の反省：展示用ベニヤ板交換、一般用のスペ－スを広く、２日目の開催時間短縮等 

（４）２０周年記念事業：「名誉会員との食事会」報告、ハイキング及び講演会の打ち合わせ 

（５）同好会支援の検討：作品展の備品購入に振替も考える 

 

 

 

１．区老連ボウリング大会に高木さん優勝      体育委員    田中 健一 

  昨年１０月３１日（月）エミナ－スボウルにおいて、第６回区老連ボウリング大会が開催（参加者８６名） 

  され、当倶楽部ボウリング同好会から７名が出場しました。 

 過去連続５回総合優勝の桂坂は、他学区の標的となり苦戦しましたが、女子の部優勝高木紀子さん（かえ

で）男子の部第２位内藤邦昭さん（かえで）が期待通りの健闘を見せました。 

なお、高木さん、内藤さんに加えて、この大会の男女１０位までに入った岡村英明さん（つばき）、伊藤光

男さん（さくら）の４名が、１２月６日（火）しようざんボウルの第２回市老連ボウリング大会に出場し夫々

上位に食い込む健闘をされました。 

 

２．区老連「カラオケの集い」に参加         

昨年１１月１７日（木）、京都エミナ－スで区老連主催の「カラオケの

集い」が開催されました。今回は、エミナ－スの披露宴を会場にしての

開催で、豪華で音響効果もすばらしく、４０余名の出演者がステ－ジ衣

装に身を包み、百名を超える来場者を前に熱唱を披露されました。 

桂坂からは、カラオケ同好会の松本至子さん（さくら）、馬木昭子さん

（かえで）、中江 淑さん（にれのき）らが出演され、情感を込めて演歌

の心を唄われ、ひときわ大きい拍手を受けられました。 

 

３．市老連ペタンク大会でブロック優勝の快挙     体育委員    田中 健一 

昨年１１月２４日（木）、岩倉東グラウンドで開催された市老連親睦交流ペタンク大会（参加者６６チ－ム 

１９７名）に出場した西京Ｅチ－ム（長谷川文彦（さつき）、西井征一（ひいらぎ）、長谷川洋子（さつき）

さんら）が善戦健闘し、第１ブロック最終戦を逆転で優勝されました。 

桂坂ペタンク同好会（１７名）は、一昨年１１月に誕生し西京区でも後発弱小で、今回の栄冠は誠に夢の

ような現実となりました。寒風下練習に励まれておられる同好会の皆さんの志気も高まったでしょう。 

 

４．区老連女性委員主催のダンスパ－ティ開催     女性部委員   加藤 元子 

１月１９日、区老連女性委員主催の第１回ダンスパ－ティがウエスティで開催されました。私も女性委員

の一人としてお手伝いにまいりました。当日、１０８名の方がこら

れた会場は和やかなム－ド、やがて音楽に乗り軽やかなスッテプ。

笑顔また、恥ずかしそうな笑顔、それぞれ若々しくステキでした。 

桂坂学区から社交ダンス同好会のメンバ－の方々が参加していた

だき、すばらしいフォ－メ－ションを披露されました。 

今回は、初心者の方にも気軽に参加していただき、健康ダンスを

体験していただきたく企画されましたが、残念ながら初心者の参加

が少なかったようです。ご参加いただいた皆様お疲れ様でした、そ

して有難うございました。 

 

役員会だより 

市・区老連だより 
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「記念ハイキング」開催   ハイキング担当  中口 利秋 

   

 昨年１１月２６日（土）、創立２０周年記念事業として地域との連携

を深めるため、各自治会や女性会にもご案内して、記念ハイキングを

実施しました。 

 当日、多数の参加者が、桂坂公園入り口（西洋ハウジング横）へ９ 

時に集合し、古墳公園を約１時間見学し桂坂を後に、洛西池公園、境 

谷公園、福西古墳公園、福西公園をハイキング、福西公園で約１時間 

昼食休憩後、最終目的地洛西竹林公園へ、竹林公園を見学散策し北福 

西町バス停にて解散、約５時間ワイワイガヤガヤと楽しく時を過ごし

ました。  

                                             

「記念講演会」開催      研修委員    伊藤 光男 

 

 去る１１月２７日、ふれあい会館に於いて演題「泣いて生まれてきたの

だから、笑って死にゆく準備をしよう」、講師 土口哲光師のありがた～

い法話を聞き、心の大切さ、考え方を新ためて教えられた気がしました。 

 休憩をはさみ二つ目の講演は朗読劇で、

出演は社協所属、朗読サークル「木もれ日 

Genji」の６人のみなさん方でした。衣装

の美しさもさる事ながら雅の世界を彷彿

させるすばらしいもので、演目は源氏物語

「ゆくへ知られぬ宇治の恋」でした。当日は、大ぜいの参加者があり大き

な拍手がいつまでも鳴りやまず、めでたく記念講演会は終了いたしました。 

 関係者のみなさん ありがとうございました。 

 

    「新年互礼会」開催 
 

西山おろしに時折氷雨が混じる、1 月 7 日（土）午後 0 時 30 分から、龍年の新

年互礼会は、過去最高 106 人の会員を迎えて熱気に溢れ、エヤコンを止めての開

会となりました。昨年に続き今年も長谷川文彦さん（さつき）の名司会で、八木

会長の新年挨拶、松本副会長の乾杯発声、新会員紹介・同好会ＰＲと進み、予定

時間より早く今年の目玉イベント「ビンゴゲ－ム」が

始まりました。 

ゲ－ム開始３分後、早くもリ－チの声！、直後、今年の新入会員畑佐匠造さん 

（つばき）が満面笑顔で一番乗り、特賞を手中に！。次々と当たりが出、50 位まで 

用意された賞品の最後は 8 人の方でジャンケン勝負、大いに盛り上がったビンゴゲ 

－ムでした。午後 3 時前、岡村副会長の一本締めで新年互礼会は無事終了。後は有 

志の方がカラオケを楽しみ、午後 4 時半頃、お開きとなりました。 

お祝い酒と会場セットのふれあい会館様、同じく差し入れ・後片付けのももい商店様、予算メモ片手に買い 

出しに苦労された担当役員様、有難うございました。 

 

役員会だより 

役員会だより 



4 

                                                     

 

 

 

 ○緑水会に京都市長表彰        緑水会副代表 橋本 浩季 

 １０月１５日、梅小路公園内「緑の館」において、桂坂緑水会が京都市緑化推進功労者として京都市長か

ら表彰され徳光会長以下１４名が出席、受彰しました。 

 私達「桂坂緑水会」は、山の手倶楽部ゴルフ同好会々員を主力に、平成１８年５月京都市「街路樹里親制

度」に応募、同８月に認定を受けて以来、ロ－タリ－を中心に、除草、補植、水やり等のボランテイア活動

に精出してきました。また今春２月には桂坂住民の願いであった、ロ－タリ－を 4,300 本の花木で彩ること

ができました。このような活動が、桂坂自治連合会を通じて評価され、今回の表彰に至ったものと思ってい

ます。 

 私達は今年も、桂坂の玄関口ロ－タリ－を中心に、緑化活動を精一杯頑張っていきたいと考えています。 

 

 

 ○「ぜんざいとふれあい遊びの会」のご参加のお願い   

今年も例年通り２月１８日（土）午前１０時より桂坂小学校に於いて、ＰＴＡ，地域女性会、山の手倶 

楽部の人々の参加協力により開催されます。 

この催は昔懐かしい楽しい遊びを通して、小学生達と交流し心通わせる事の出来る数少ないチャンスな 

のです。会場では、カルタ、折り紙、コマ廻し、囲碁将棋などの他、グラウンド・ゴルフも予定していま 

す。寒い時期ですが、参加して頂けるようお願いいたします。 

 

 

 ○口座引落のご案内 
  来年度の当倶楽部の会費１８００円は、４月１６日（月）京都中央信用金庫のご指定口座より引き落 

としになりますので、お知らせします。 

 
 
○第２１回総会・親睦会開催のご案内   

 今年度も残すところ２ヶ月となりました。会則に基づき４月２１日（土）１１時より「ふれあい会館」 

において第２１回定例総会を予定しております。総会に引き続き親睦会を開催します。 

後日、書面でご案内しますので、会員の皆様お誘い合わせの上ご出席頂きますようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     今年度の編集委員   岡村 英明、岡村 重臣、小松 久夫、西澤 四郎 

その他のお知らせ 

お 知 ら せ 

★ １１月以降会員になられた方    

○丸橋 晴代さん（ぽぷら） 書道同好会   ○味田 君子さん（さつき） Ｇ・Ｇ同好会 

○畑佐 匠造さん（つばき） Ｇ・Ｇ同好会  ○景山 武信さん（ひいらぎ）ゴルフ同好会  

○宮本 誠三さん（かえで） ゴルフ同好会  

★ １１月以降退会された方 

佐藤清規さん（あすなろ）、藤本武さん（ひいらぎ）昨年１２月死亡、藤井京一さん（ひいら

ぎ）今年１月死亡 お二方のご冥福をお祈りします。 


